
 平成 20年度（2008年 4月～2009年 3月） 

 関西 

第 31回 

（7月 26日） 

伏見稲荷大社 

京都・東山における森林の取り扱いの

提案 

高梨 武彦 

（京都造形芸術大学教授） 

第 32回 

（10月 4日） 

出雲大神宮等 

亀岡市社叢見学会 
津軽 俊介 

（大本花明山植物園園長）ほか 

第 33回 

（11月 29日） 

伏見稲荷大社 

『源氏物語』における社叢 
片岡 智子（社叢学会理事・ノー

トルダム清心女子大学教授） 

第 34回 

（1月 24日） 

ビル・葆光 

淡路景観園芸学校のめざすもの 
石原 憲一郎（兵庫県立淡路景観

園芸学校校長） 

第 35回 

（3月 28日） 

伏見稲荷大社 

社叢の樹木が枯れる～ 

 ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ、その生態と被害防除

小林 正秀（京都府立大学大学院

農学研究科特別講師）） 

 

 

 

 関東（開催場所は第30回・32回を除き國學院大学） 

第 30回 

（4月 26日） 

鶴岡八幡宮 

鶴岡八幡宮の社叢と古都保存の現在 
吉田 茂穂（鶴岡八幡宮宮司）

土屋 志郎（鎌倉市景観部長）

第31回 

(6 月 28日) 

東アジアにおける社叢文化とその持続

 －日本、台湾、韓国の比較を中心に

李 春子 

（沖縄県立大学客員研究員） 

第 32回 

（11月 8･9日）

穂高神社 

穂高神社の祭祀と社叢・奥宮見学会 

小平 弘起（穂高神社宮司） 

飯沼 冬彦 

（安曇野市文化財保護委員） 

折口信夫先生の芸能史研究と「雪まつ

り」シナリオ 

三隅 治雄（（財）民族芸術交流

財団理事長） 第 33回 

（12月 13･20日）

秩父夜祭りに見る自然と儀礼の構造 
薗田 稔（社叢学会副理事長・

京都大学名誉教授） 

第 34回 

（2月 28日） 
森林の癒し効果 

香川 隆英（森林総合研究所環

境計画室長） 

 

 

 

 



  中部 

第 16回 

（5月 31日） 

津島神社 

津島神社・津島の歴史文化と社寺叢につ

いて 

和出 泰夫（津島神社宮司） 

黒田 剛司 

（津島市文化財保護審議会委員） 

第 17回 

（6月 28日） 

多度大社 

多度山・多度大社の社叢について 

塚原 徳生（多度大社宮司） 

葛山 博次（元多度町史編集委員） 

石神 教親（桑名市教育委員会） 

第 18回 

（7月 27日） 

石徹白上材所 

集会所 

白山中居神社の社叢について 
石徹白隼人（白山中居神社禰宜） 

石徹白 忠（史艸会・郷土史家） 

第 19回 

（9月 20日）

穂高神社 

穂高神社の社叢について 

小平 弘起（穂高神社宮司） 

場々 洋介（屋敷林と歴史的町並みプロ

ジェクトリーダー） 

第 20回 

（12月 6日） 

富士山本宮 

浅間大社 

富士山信仰と世界遺産について 
中村 徳彦（富士山本宮浅間大社宮司）

二又川直之（富士宮市世界遺産推進係長）

第21回 

（3月 7日） 

洲原神社 

洲原神社の社叢について 

  －ブッポウソウの森 

跡部 亮一（洲原神社宮司） 

 

 

 

 

  福岡 

 第３回 

（５月18日） 
九州大学農学部付属演習林見学など 

矢幡 久（社叢学会理事・九州大学熱帯

農学研究センター教授） ほか 

第 4回 

（7月 27日） 

太宰府天満宮 

里山と社叢について 
重松 敏則 

（九州大学芸術工学研究院 教授） 

 

 

 


